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柏の葉スマートシティ 
「総務省 ICT街づくり推進事業」 
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資料２－４ 



柏市/柏の葉スマートシテ
ィで考えている共通ＰＦ
について 
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運営主体 柏市、エムティーアイ、三井不動産、国際情報ネット、メディシンク、ユーシーテクノロジ、地域ポイント運営協議会 

分野 健康、医療従事者との連携、地域ポイント 

機能 個人・行政・民間情報、サービス、システム、APIを共通ID（ucode）で統合してシングルサインオンを利用
したポータルにより複数サービスを統合可能な共通ICTプラットフォームを構築 

出
力 

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
処
理 

入
力 

・様々な機器に(健
康機器以外にも)対
応するためにプラグ
イン化、機器認証 

エネルギー 健康 行政・地域・防
災情報 

・情報提供APIの構
築 

・OpenAPIをセ
キュリティで保護 
・認証情報(SAML)
へのUCODE埋込 

共通プラットフォームイメージ図 

レイヤ化 

情報生成
レイヤ(各
種センサ) 

収集/蓄積
レイヤ 

情報管理
レイヤ 

情報抽出
レイヤ 

セキュリ
ティレイヤ 

見える可レ
イヤ(UI) 

・UCODEを利用し
た情報連携＆管理 
・Continua準拠の
データ構造 

・LoginIDに連携
したUCODEを用い
た情報問合せ 

街づくり共通プラッ
トフォーム(出力) 

街づくり共通プラッ
トフォーム(入力) 

＜構築した共通プ
ラットフォーム 
 の技術要素＞ 

子育て支援 

母子手帳 

シングルサインオン（認証、認可） 

SAML/OpenID 

情報抽出 

OpenAPI(XML) 

空地域個人ポータル 

IP/HTTPS通信 

IP/HTTPS通信 

アプリ 

蓄積アプリ 

PluginB
(独自) PluginX PluginA

(JSON) 
PluginB
(再利用) 

平成24年度センサ群 

平成24年度DB群 

健康見える化 

平成24年度健康見
える化センサ群 

PluginB
(再利用) 

横展開 
豊田市様 

母子手帳
DB 

平成24年度健康
見える化DBをコ
ピーして流用 

母子手帳向け
を拡張 

拡張 

平成24年を 

拡張(再利用) 

平成24年度実証 
共通部をレイヤ化して整理 

平成25年度実証 
共通部が地域内で共有可能かつ他
地域でも共有可能かを実証 

地域内による横展開
(共通機能の共有) 

ポイント 

ポイント
アプリ 

柏の葉
カード 

ポイント
DB 

ポイント向け
を拡張 

新地域個人ポータル 

昨年物を再利用して母子手帳、ポイントと連携 

ここここここここここここここここここ

④平成２５年度に構築している共通プラットフォーム【柏市】 別添③ 3 



そもそも共通プラットホームとは（一般的な考察） 

A．共通利用、共通化のメリットが存在するため 
   ⇒共通化とは？ 
    同一組織間、地域内組織間、地域内外組織間での共有 
   ⇒共通利用可能な状態を担保するには？ 
    共有可能な機能は標準仕様で、ベンダに縛られておらず、共通ルールに基づく 
 
B．地域の主体が共通プラットホームを利用するもので 
   ⇒地域の主体とは？ 
    行政、デベロッパ、医療・介護事業者、通信回線事業者、インフラ事業者etc. 
   ⇒地域の主体が使うインセンティブは？ 
    メリット、社会的意義（地域課題、行政効率化）に裏付けされる普及指針と支援 
 
Ｃ．参加するサービス提供者・住民が増加する（地域内充足、他地域展開） 
  C.1. 様々なサービス提供者が参加し、連携サービスの数が増える   
    ⇒なぜ参加するのか？ 
    住民利用者の強いニーズがあり、数も期待できるなど、事業性があるため。 
    また、共通インフラ機能の利用によるメリットがある為 
  C.2. 住民利用者が増加する 
  ⇒なぜ利用するのか？ 
    明確なメリット（金銭的、利便性、楽しい） 
   その他、簡易性、操作性、一元性、必然性、行政推進方針など 
 
  継続的なプラットホームの価値向上=普及展開 
   （共通化のメリット向上、参加者増加のスパイラル） 
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ルール、機能、 
メリットとは？ 

地域のビジネスモ
デルとは？ 

サービサに求めら
れる共通インフラ・
個別サービスと
は？ 
 
住民にとって根源
的に重要視点は？ 

普及展開戦略と
は？ 

 
 

柏で整理した資料を紹介 

検討例を紹介 

共創基盤としてのプラットホームのあるべき状態（仮説） 検討すべき事項 



共通プラットホームのルール（柏市の場合） 
• プラットホームを構築、運営にあたっては、普及展開性、拡張性を担保するために 

それぞれのレベルでルールを設けている。 
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大方針 

システム
アーキテク
チャのルー

ル 

機能の永続化に 

関するルール 

データ連携のルール 

運用ルール(検討中) 

– 大方針 ： 普及展開に向けたルール 
• 国際標準、業界標準の技術や仕様を利活用して個別ベンダーに依
存したプラットホームは構築しない。 

• あらゆる機能は置き換え、組み換え可能とする。 
• 様々な組織が許容可能なルールを策定する 

 
– システムアーキテクチャのルール 

• 情報や機能を共有化するために策定 
 

– 機能(API)の永続化に関するルール 
• 新旧サービスが混在する状態を作るために策定 

 
 
 
 

– データ連携のルール 
• 様々な情報連携を保証するために策定 

 
 

– 運用ルール(検討中) 
• 異なるサービス運営主体間の連携を円滑にするために策定 



共通プラットホームの機能（柏市の場合） 

• プラットフォームにおける共有可能な共通機能(サービス) 
– 認証、認可機能(サービス) ー＞ SAML2.0で利用 
– 会員管理機能(サービス)  ー＞ REST APIで利用 
– ポイント管理機能(サービス) ー＞ REST APIで利用 
– ポータル機能(サービス)  ー＞ REST APIを利用して 

       画面を生成 
– API/サービス検索機能(サービス) ー＞ REST APIで利用 

 
• プラットホームで利用可能な柏市個別機能(サービス) 

– 健康見える化機能(サービス) ー＞ REST APIで利用 
– 電子母子健康手帳機能(サービス) ー＞ REST APIで利用 

 
 
 
 
• プラットホームを利用したユーザ・インターフェース 

– 会員画面  ー＞ REST APIを利用して画面を生成 
– ポイント画面  ー＞ REST APIを利用して画面を生成 
– 健康見える化画面 ー＞ REST APIを利用して画面を生成 
– 電子母子健康手帳画面 ー＞ REST APIを利用して画面を生成 
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リファレンスモデル化して
パッケージを促進して幅広く
利活用可能な状態に 

パッケージを促進 
幅広く利活用可能な状態に 

パッケージ化とはルールに基
づいた機能を購入可能な製品 

プラットホームの機能は共通インフラサービスと個別サービスに分けられる 

展開先でカスタマイズ 



システムアーキテクチャのルール（柏市の場合） 
• 情報や機能を共有可能なプラットフォームを想定して以下の構造で設計、構築を行うものとする。 
• システム単位で拡張性を確保するとともに、ポータルシステムは利用者増加に伴い増強可能である

ものとする。 
• OpenAPIは一定のセキュリティポリシの元で利用可能とする 
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ポータルシス
テム 

サービス利用者 

システム＃１ 

API#1 

データ
ベース 

API#2 API#n 

システム＃2 

API#1 

データ
ベース 

API#2 API#n 

プラットフォーム 

OpenAPI 

様々な組織が独自
に自由に利用可能 

機能 機能 機能 機能 機能 機能 

データ
ベース 

個別サービ
ス・システム 

SSO 
インターネット 

情報抽出
レイヤ 

セキュリ
ティレイヤ 

情報管理
レイヤ 

システム#0 

データベース 

機能 機能 機能 

ユーザ・ 
インターフェース 

 
認証管理画面 
会員管理画面 
ポータル要画面 
ポイント画面 

健康見える化画面 
その他画面 

インターネット 

見える可レ
イヤ(UI) 

サービス利用者 

垂直型から
水平型へ 

MVCモデル 

情報管理
レイヤ 



DB 
Table#c.v1 

DB 
Table#b.v1 

機能(API)の永続化に関するルール（柏市の場合） 8 

DB 
Table#1.v1 

DB 
Table#2.v1 

DB 
Table#a-1.v1 

F-API#1 

外
部
シ
ス
テ
ム 

L-API#1.v1 

※L-API#1.v1、L-API#1.v2も 
 それぞれ単体として利用できるようにする。 

Low Level API レイヤー 
（例：O/R変換、データモデリ
ング,  データベース構造の隠
蔽） 

Functional API 
レイヤー（機能
API) 

L-API#1.v2 

L-API#1.vx 

DB 
Table#2.v2 

データベース構造 

※リリースしたAPIはBUG Fixのみの改変を許可する 

センサ機器
#1.v1 

センサ機器
#2.v1 

センサ機器
#2.v2 

矢印の向きは情報の流れ 

API 

API 

API 

API 

API 

M2M/ 
通信プロトコ
ルの差を吸収 

外部システ
ム 

APPLIC 
API 

Myナンバー
API 

API 

L-API#e.vx 

L-API#f.vx 

L-API#d.vx 

L-API#b.vx 

L-API#d.vx 

L-API#a.vx 



データ連携のルール（柏市の場合） 9 

 
 
 
 
 
 
 
 
情報管理
レイヤ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

センサ情報DB 
KEY:機器UCODE 

認証情報DB 
User ID, パス
ワード, 人

UCODE, ニック
ネーム 

人UCODE-機器
UCODE 
連携DB 

X＿UCODE-
Y_CODE 
連携DB 

会員情報DB 
Key：会員情報

UCODE 

人UCODE-会員情報
UCODE 
連携DB 

Y情報DB 
Y情報UCODE 

X情報DB 
X情報UCODE 

情報抽出
レイヤ API#1 ２ステプで実際の情報へアクセス 

 Step①：連携DBで連携先を特定 
 Step②：連携先情報を抽出 

① ② 

見える可レ
イヤ(UI) UCODE 

目的別連携DB 実情報DB 

連携テーブルを目
的に応じて追加す
ることで理論的に
はあらゆるデータ
連携可能とする 



共通PFのメリット（一般論） 

• 様々な組織が共通部分を共有することで導入、運用コストを低減する 
– たとえば以下の様に個別サービス提供時よりコストを低減する 

• 共通部分をOpen化することで共通部分の利用を促進して共通部分費用
を使えば使うほど低減する様な事業化案策定 

サ
ー
ビ
ス
＃
１ 

サ
ー
ビ
ス
＃
２ 

サ
ー
ビ
ス
＃
ｎ 

サー
ビス
＃1 

3000万 3000万 3000万 

サービス共通部分 

1000万 
+3000万 1000万 1000万 

300万 300万 300万 
100万 
+100万 

100万 
+100万 

100万 
+100万 

サー
ビス
＃2 

サー
ビス
＃n 

導入費 

運用費 

共通機能
を共有 

インターネッ
ト 

場所に依存せず共
通部分を共有する
ためにインターネッ

トへ接続する 

ICT街づくり事業で
実証中との認識 
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地域でどうやって回して
いくか？ ビジネスモデル
等 
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ビジネスモデル構築における大前提 

• 地産地消を推進して地域で運用可能なフレームワーク 
– プラットフォームを利用したサービス開発、システム開発に向けた
人材育成フレームワーク 
 

• 地域地産でお金が回るスキーム 
– 地域でICTを利活用した経済活動が発達する仕組み 

 
• 地域によって異なる事情を考慮してカスタマイズ可能なビジ
ネスモデル 
– 複数自治体で共同利用も想定 
– 地域内普及で想定されるハードルと解決策は？ 
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（検討案）事業モデル 

人 行政 街の情報の蓄積 

税金 

税を使った行
政サービス 

人 

街の運
営 

行政 

街の情報の蓄積 

税金 

行政サービ
スの委託 税を使った行政サービス 

人 

街の運
営 

行政 

街の情報の蓄積 

税金を軽減 

行政サービスの委託 

新サービスからの利
益＋税を使った行政
サービス 

新サー
ビス 

新サービスで人が生成した情報
に対するインセンティブ(地域
で利用可能なポイント/地域通
貨等) 

提供 
サービス対価 
としてポイント/地域通過を併用して利用 

情報利用費 

税金 

学術 

情報利活用の研
究 

新サービスへライセンス提供 

研究費 

利益から研究費 

通常 

民活 

共通
ＰＦ 
によ
る公
民学
連携 

現状を 
100とした時 

1
0 40 

民間活
用によ
り削減 

行政サービ
ス提供力 

50 
捻出された40
を用いてビジ
ネスモデルを
構築 

40を作り、かつ
ビジネスモデル
を回すために関
係者で共有可能
な共通プラット
ホームが必要 
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④平成２５年度に構築している共通プラットフォームの詳細【柏市】 

①共通プラットフォーム
の詳細機能 

街の玄関機能：住民が利用中/利用可能な街のサービスをワンストップで一覧可能なマイポータル機能 
街の活性化機能：住民による各種サービスの利用促進と地域活性化を目的とした街のクラブ活動やインセンティブ(柏の葉ポイ

ント)制度との連携機能 
街運営とICTのギャップ解消機能：新旧サービスが混在可能かつ長期間連携可能なICTアーキテクチャとOpenAPI管理ルール 
街サービスの展開機能：各種サービスが利用する共通機能と共通機能の共有化とパッケージ/製品化 
街のサービス間連携機能：各種サービスが連携する時に利用する共通ID/UCODE(ITU-T国際標準規格 H.642)の利用促進 
街と街の連携機能：街内で利用した共通機能の共有化 

②共通プラットフォーム
形成事業において共
通化する機能 

マイポータルで様々なサービスをリアルタイムに一覧可能にするシングル・サインオン機能 
各種サービスで付与されるポイントを一元管理するOpenなAPI機能、共通ID管理機能、会員管理機能 
街(柏市)と街(豊田市)の連携で利用するシングル・サインオン機能 

③共通プラットフォーム
形成における技術的
課題 

地域内で利用している認証/認可システムと標準(SAML)認証/認可システムの連携(インターオペラビリティー)技術と連携検証
技術 

④実証終了後の運用者・
運用形態（ビジネス
モデル等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤普及展開に向けた課題 ・街が持つ課題の解決方法と目標立案(KPI設定とPlanの作成)と本事業積み重ねた知見を関連付けるコーディネータ等、解決
手段の遂行 (Do)者、結果確認(Check)、継続的な改善(Action)を行う体制が必要 
・数万人規模以下の街が複数集まって利用可能なプラットホームと各々の街の特色が出せるプラットホーム展開とプラット
フォームのSaaS化もしくは相互利用性を伴った部品化 
・街が持つサービスが各種連携を行うためには行政側の横連携も必要 
・広報活動 
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ビジネスモデルの考察 15 

  地域 
  サービサ 

   行政 

  住民 

 IDサービス 
 個人情報 

 母子手帳 

 健康見える化 

アウトソース
提供 or  
クラウドサービ
ス提供 

業務委託 
orサービ
ス利用 

会員登録 

サービス
提供 

ID＆個人

情報アウ
トソース 

ID＆個人
情報管理 

全国 地域 

例えば 
１自治体で期待できるID数規模（～50万、内１サービスあたり期待は5万） 
ID管理、個人情報管理での採算ラインを30万以上 

5万/サービス×6サービス
＝ 30万 

30万/自治体×5自治体 
＝150万  

例えば 



⑤その他検討すべき事項 
 
・本事業で取り扱うプラットフォームの定義づけ 
 （リファレンスモデルとは何か？、何を目的として作られるものか？） 
・有効なサービスセット（ID普及に向けた住民メリット、参加が期待できる） 
 
 
・各地域、普及展開時の事業体、事業モデル 
・行政保有のオープンデータ・ビッグデータ利活用における個人情報等に関する制度面の課
題 

・地域毎の展開パターン（想定課題、打開策） 
・街のサービスにおける役割分担の検討(責任範囲の明確化) 
・街で活動している様々な利害関係者に共通の場を提供する公共的な組織が必要 
（例えば学術機関や公社等） 

 
 
・今後展開されるAPPLICとの連携やMYナンバー制度との関連性の検討 
・街の課題解決するためのPDCAを確実に実践するための第3者監督者と評価組織の設置
に関する検討 

・大小ある街の大きさ、住民特性に応じた予算配分と執行と確認 
 情報の持ち主と集める基になった情報の著作者との利害関係の整理(共通IDによる情報
のトレーサビリティが上がれば解決可能であると考えている) 

・連携することで生まれた新たな情報を基にした研究や事業化を育てる人材育成 
 
 

何
を？ 

ど
う
や
っ
て 

ロ
ｌ
カ
ル 

全
国 
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